




















部研究紀要』第 52号， 1994年） 一方これとは異なった分類としては次のような研
究がある 金福順氏は，義中日系と皇竜寺系という区日1）を行う（『新緑華厳宗研究』（民
族社・1990年）） また，金相鉱氏は，新羅華厳の流れを義十日系と非義中日系とに分け，














































段階l A I B ． . 
2 a‘ ． 
































































































10世親造，菩提流支訳『十地経論』巻 2（大正蔵 26・ 133c-134a) 
11智倣『孔目章』巻 3 r~正教二大章J （大正蔵45・562bc)





















































































顕之 教5正二分， i容量非小故，名為大， Z正分絶言，是発煙者，究寛所帰，故名為義
大，（中略）此義通三乗，小乗中則無，何以故，小乗義中，但説教故，一乗円教，若
約見聞，員lj不得教義二大，若約普賢解行証義，即説有其教義二大，若将見開対普賢



















































































































































150 韓国｛弗教按 SEMINAR7 
まず，表にまとめると（表 4）のようになる．
（表 4）九種の同教別教



































































































比から，法蔵『五教章』 巻 l「建立乗」の 「初明建立一乗者．然此一乗教義分斉 開
為二門 ー別教．二同教．初中二 一性海果分．是不可説義。何以故．不与教相応、
故員IJ十仏自境界也．故地論云 因分可説果分不可説者是也 二縁起因分 l¥IJ普賢
境界也J（大正j滋45・477a）として，別教の中，性海果分を十仏の自境界に， 縁起因
分を普賢の境界に相当させている例が想起されるが，これは日lj教を十仏と普賢に分







来中道一無分別 釜謂此乎J（大正j歳 45・732c-733a) 
52義湘『法界図』（大正蔵45・744a)




























































156 緯園｛弛教些 SEMINAR7 
果として『華厳経』を遡及するような読み込みがなされていた．中でも，
仏内向・仏外向・普賢内証・普賢出定といった仏から普賢への法の委託
という部分，すなわち 『華厳経』の法が発生するプロセスを共通項とし
て持っていた．
そこから考えるならば，彼らにとっては，『華厳経』の法が発生するプ
ロセスこそが，中国で定義されてきた教義や一乗三乗といった教判論な
どよりも大事なものではなかったかと考えられる．
それゆえ，華厳学上の重要な概念を，段階をもった構造と捉え，その
中に読み込んでいくことが行われたのではなし、かと考えられるのであ
る．
また同時に，智織や法蔵などで説かれた定義を導入部とし，それに彼
らの志向する遡及型の教理を接着させ，智倣や義湘，法蔵などの華厳教
学と連続した形での体系を形成していったことも特徴的であった．
4.結語
以上，義湘系華厳文献の中から重層的教理解釈という論理を抽出し，
その特徴を考察してきた．そこで共通していたのは『華厳経』の根源八
の遡及志向である．
そこに共通して現われていた，仏の内向や外向， 普賢の入定や出定と
いった概念、は，義湘系文献の他の箇所にも出てきている．今回は，論理
構造の類似のみに着目したため，他の用例は割愛せざるを得なかったが，
今後はそれらも検討し，このような遡及志向がどのような教学を形成す
るのか，という点に焦点を当てて検討していきたい．
これらを解明することにより，義湘系の華厳教学がより明らかに見え
てくるものと期待するものである．
最後に，本誌に執筆の機会を与えてくださった韓国留学生印度学仏教
学研究会の諸氏に感謝申し上げるとと もに，韓国と 日本の仏教研究の交
流が益々発展することを祈念しつつ筆を置くこととする． ： 
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